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低コストで簡便なナノSi白色発光デバイスと高効率ナノSi太陽
電池作製法の確立
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エネルギーの多極化と安定供給が不可欠となり，
自然エネルギーの推進が世界中で求められてい
る。本研究では，手法にナノテクノロジー，材料
にシリコン(Si)を用い，第三世代の太陽電池と照
明を簡便に製造する手法を開発する。そして，エ
ネルギー供給と省電力の両面より，持続可能社
会の形成に貢献する。

世界最高レベルのナノSiLEDを開発
ナノＳｉを材料とした白色ＬＥＤを開発。製法は，
ナノＳｉ溶液を基板に塗って乾かせばＯＫ。発
光強度は，類似の先行研究より，350倍高
い。特に，低電圧で高いパフォーマンスを示
す。

塗って作るナノＳｉ太陽電池を開発
Ｓｉナノ構造体と高分子からなるハイブリッド太
陽電池を開発。作製は，基板に溶液を塗って
乾かせばＯＫ。光電変換効率は６％を観測（最
大10％超え）。現在，更なる性能向上の研
究・開発中。

「ナノ」サイズのSiを用い，①簡便な作製法②
入手しやすい原材料③高性能の全てを兼ね備え
たLEDと太陽電池を開発する。通常のSiは微
弱な赤外線発光のため目に見えないが，フルカ
ラー発光するナノSiを作製しLED照明を開発す
る。また，ナノＳｉを用いた次世代型太陽電池も
開発する。ともに溶液を塗って作る簡便な手法で
ある。
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本研究の中核材料はSiである。Siの原料は
砂や石であり枯渇の心配はない。発光性Si
はレアアースの代替，高性能ナノＳｉは次世代
太陽電池（カドミウム等ナノ粒子の代替）と

して，それぞれ未来材料である。以上，元素
戦略的にも優れ，また環境低負荷であるため，
グリーン・イノベーションの推進に大きく寄与
すると判断される。

ナノSiハイブリッドＬＥＤの発光スペクトルと
LED素子の写真

ナノSiハイブリッド太陽電池の電流－電圧特性と
太陽電池素子の写真


